




徳永由太 1), 2)、高林知也 2), 3)、稲井卓真 1), 2)、久保雅義 2), 3) 
1) 新潟医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 
2) 新潟医療福祉大学 運動機能医科学研究所 







































































【結論】本研究は下記の 3 点を明らかにした。 
1）初期接地から荷重応答期終了までは膝関節モーメント
が膝関節を加速させる方向を切り替えることで制御され
ている。 
2）荷重応答期終了から立脚中期後半までは股・膝・足関
節モーメントが共同して作用することで膝関節を伸展方
向に加速させる。 
3）立脚中期後半から遊脚前期中盤までは足関節モーメン
トと膝関節モーメントの拮抗した作用によって膝関節が
適切な位置に保たれる。 
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